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パーソントリップ調査結果は，わが国の都市交通分野の施策立案，計画策定において，重要なデータの

一つとして活用されてきた．一方，データ活用の即時性の観点から，交通関連ビッグデータの都市交通分

野への活用が期待されており，特に，携帯電話ネットワークの運用データから生成される人口の統計情報

である「モバイル空間統計」に対する期待は大きい． 

本稿では，わが国最大の都市圏である東京都市圏を対象に，モバイル空間統計の特性をPT調査との比較

から分析するとともに，PT調査とモバイル空間統計の組み合わせに関する分析等を通じて，モバイル空間

統計の都市交通分野への適用可能性の示唆を得る．  
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1. 研究の背景 

 

わが国の都市交通分野の施策立案，計画策定において，

パーソントリップ調査結果（以下，「PT調査」とす

る．）が重要なデータの一つとして活用されている．国

土交通省が公表している「総合都市交通体系調査の手引

き（案）」1)では，概ね10年ごとに実施することを推奨

しているが，調査を実施する地方公共団体の財政制約等

から，地方都市圏を中心にこれまで継続的に実施されて

きた都市圏においても，近年，調査間隔が長くなる傾向

にある．これまで，都市交通分野の政策課題は，大規模

な交通施設の整備が中心であったが，近年，広範にわた

り政策課題が変化しつつあり，10年に一度の調査だけで

はニーズに対応できないという指摘も散見される2), 3)． 

一方，携帯電話，カーナビゲーションシステム，交通

系ICカード等から人の移動実態が24時間365日把握でき

るようになってきており，データ活用の即時性の観点か

らも都市交通分野への活用が期待されている．また，こ

れらの交通関連ビッグデータと既存の交通関連統計調査

との組み合わせによる情報の高度化，分析の高度化に対

する期待も高まっており，筆者らもこれまで様々な研究

を行ってきた3)-6)． 

交通関連ビッグデータのうち，「モバイル空間統計」

は，携帯電話ネットワークの約6,500万人の運用データ
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（法人名義のデータなどを除去）から生成される人口の

統計情報であり，日本全国の1時間ごとの人口分布を24

時間365日把握できることから，都市交通分野への活用

が期待される． 

本稿は，わが国最大の都市圏である東京都市圏を対象

に，モバイル空間統計の特性をPT調査との比較から分

析するとともに，PT調査とモバイル空間統計の組み合

わせに関する分析を通じて，モバイル空間統計の都市交

通分野への適用可能性の示唆を得ることを目的とする． 

 

2. 本研究の分析方法 

 

(1) モバイル空間統計の概要7)-9) 

モバイル空間統計は，NTTドコモの携帯電話ネットワ

ークの運用データから生成される人口の統計情報であり，

基地局エリアに所在する携帯電話の台数を人口当たりの

NTTドコモの携帯電話の普及率に基づき人口に拡大し，

基地局エリアごとの人口をメッシュや市区町村ごとの人

口に再集計した結果である．この人口分布には，当該地

域に滞留している人と通過する移動中の人が含まれる．

モバイル空間統計が得られるエリアは，NTTドコモの携

帯電話のサービスエリアとほぼ等しく全国をカバーし， 

24時間365日において1時間ごとに得られる．また，居住

地や性年齢階級別の個人属性別に集計できる． 

 

(2) PT調査の概要10), 11) 

PT調査は，「1日の人の移動」の実態を明らかにする．

具体的には，個人・世帯属性，個々の移動の目的，出発

地・到着地，出発時刻・到着時刻や移動手段を調査する．

調査対象に定めた地域の居住者を対象とし，住民基本台

帳から世帯ごとに抽出して調査票を配布する．回収され

た調査票を個人単位で地域ごとに性別年齢階級別人口に

整合するように拡大する．PT調査は，秋の平日を対象

として，世帯ごとに調査日を設定して調査するのが一般

的である．集計結果は秋の平日の平均的な1日の移動に

関する統計情報として活用されている．移動目的や移動

手段別の交通量やその構成比等を把握するために活用す

るのが一般的であるが，任意の時間断面を設定すること

で，任意の地域に滞在している「滞留人口」，移動中で

ある「移動人口」を集計できる．これらの数値は，性年

齢階級や居住地等の個人属性別，移動手段別，移動目的

別に集計できる． 

 

(3) 本研究の分析方法 

本研究では，平成20年秋に東京都，神奈川県，埼玉県，

千葉県および茨城県南部を対象にして実施された東京都

市圏PT調査とモバイル空間統計とを比較分析した． 

具体的には，東京都市圏PT調査から得られる市区町

村別の毎正時の「滞留人口」および「移動人口」の合計

（以下，「滞留人口＋移動人口」とする．）と，平成23

年12月の平日5日間のモバイル空間統計の市町村別時間

帯別の人口分布の平均値とを比較分析した． 

本研究では，モバイル空間統計において都市圏外の居

住者の数値も含めて比較した．比較した項目は，以下の

とおりである． 

①市区町村別時間帯別人口指標 

②市区町村別時間帯別人口指標の推移 

③市区町村別時間帯別年齢階級別人口指標の推移 

なお，市区町村別時間帯別人口指標のうち，午前3時

の数値は居住人口に相当すると想定して別途確認した． 

上記に加えて，モバイル空間統計の都市交通分野の適

応事例として，モバイル空間統計に，PT調査から得ら

れる地域別の目的構成比を乗じる試算を行った． 

 

3. モバイル空間統計とPT調査の比較分析 

 

(1) 市区町村別時間帯別人口指標の比較 

a) 居住人口の比較 

PT調査では，多くの調査対象者が自宅に滞在してい

ると想定される午前3時を調査の起点時刻としている．

午前3時のPT調査の滞留人口，モバイル空間統計の数値

は，居住人口に近いと想定される．PT調査，モバイル

空間統計ともに居住人口と整合するように拡大して活用

されていることから，午前3時の数値を比較して統計の

特性を確認した． 

図-1および図-2をみると，両者の滞留人口，滞留人口

＋移動人口の散布図は，概ね45°線上に分布し，相関係

数も1.00であった．午前3時において移動中の人はほと

んど存在しないため，PT調査の滞留人口と滞留人口＋

移動人口には大きな差異はみられなかった．以上より，

モバイル空間統計，PT調査ともに居住人口の観点では，

同様の特性を持つことが確認された． 

 

b) 滞留人口の比較 

市区町村別に24時間のPT調査の滞留人口とモバイル

空間統計の相関係数（図-3）をみると，都市圏の中心部

では，相関係数が0.8以上の地域がほとんどである．都

市圏の縁辺部で，相関係数が低い傾向にある地域がある．

これはPT調査で把握されていない都市圏外からの流入

者の影響があると想定される． 

市区町村別に各時間帯のPT調査の滞留人口とモバイ

ル空間統計とを比較した．表-1をみると，全時間帯で相

関係数が1.00に近い傾向にある．図-5をみると，8時から

22時頃までの間，PT調査の滞留人口と比較してモバイ

ル空間が一様に高い傾向にある．これは，モバイル空間

統計に移動中の人が含まれているのが要因と考えられる． 
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図-1 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計（午前3時） 
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図-2 PT調査の滞留人口＋移動人口とモバイル空間統計（午前3時) 

 

図-3 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の 

市区町村別相関係数 

 
図-4 PT調査の滞留人口＋移動人口とモバイル空間統計の 

市区町村別相関係数 

表-1 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の相関係数 

時間帯 相関係数 時間帯 相関係数 

0時 0.99 12時 0.98 

1時 1.00 13時 0.98 
2時 1.00 14時 0.98 
3時 1.00 15時 0.98 
4時 1.00 16時 0.98 
5時 1.00 17時 0.98 
6時 0.99 18時 0.98 
7時 0.98 19時 0.99 

8時 0.94 20時 0.99 
9時 0.99 21時 0.99 
10時 0.98 22時 0.99 
11時 0.98 23時 0.99 

 

表-2 PT調査の滞留人口+移動人口とモバイル空間統計の相関係数 

時間帯 相関係数 時間帯 相関係数 

0時 0.99 12時 0.98 

1時 1.00 13時 0.98 
2時 1.00 14時 0.98 
3時 1.00 15時 0.98 
4時 1.00 16時 0.98 
5時 1.00 17時 0.98 
6時 0.99 18時 0.98 
7時 0.98 19時 0.99 

8時 0.97 20時 0.99 
9時 0.99 21時 0.99 
10時 0.98 22時 0.99 
11時 0.98 23時 0.99 

 

表-1の8時に着目すると，特徴的な傾向を示しており， 

相関係数は0.94と最も低い．図-5の8時の散布図をみると，

複数の市区町村においてPT調査の滞留人口よりモバイ

ル空間統計がかなり大きい数値を示した．千代田区，港

区や新宿区等の都心部やターミナル駅の周辺地域，世田

谷区，大田区や江東区のような複数の都心と郊外を結ぶ

鉄道路線を有する地域でその傾向が強い．  

 

c) 滞留人口＋移動人口の比較 

市区町村別に24時間のPT調査の滞留人口＋移動人口

とモバイル空間統計の相関係数（図-4）をみると，図-3

と同様に都市圏の縁辺部で低い傾向がみられた． 

市区町村別に各時間帯のPT調査の滞留人口＋移動人

口とモバイル空間統計の相関係数（表-2）をみると， 

PT調査に移動人口が含まれることにより，全ての時間

帯で相関係数が1.00に近い傾向があり，PT調査の滞留人

口とモバイル空間統計の相関係数を比較すると，総じて

改善している．図-6をみると，滞留人口のみの場合と比

較して，8時から22時頃までの間においても45°線に近

づいている．滞留人口のみでは8時の差異が大きかった

都心部，ターミナル駅の周辺地域や複数の鉄道路線を有

する地域等でも45°線に近づくことが確認された． 

 しかし，一部に差異が大きい地域が残っており，例え

ば，平成20年から平成23年の対象時点間の都心回帰によ
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図-5 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の散布 
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図-6 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の散布 
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る影響，PT調査とモバイル空間統計の集計方法の違い

（PT調査が正時の集計結果，モバイル空間統計が時間

帯内の滞在時間による重み付けによる集計）による影響

等も含まれると考えられる． 

 

(2) 市区町村別時間帯別人口指標の推移と性別年齢階

級別人口指標の比較 

市区町村別にモバイル空間統計，PT調査の滞留人口，

滞留人口＋移動人口の時間帯別の推移を確認した．ここ

では，新宿区，練馬区および東京区部を取り上げる． 

新宿区では，PT調査の滞留人口＋移動人口と比較す

るとモバイル空間統計が多い（図-7）．午前2時から午

前5時頃の時間帯がPT調査とモバイル空間統計の差異が

小さく，通勤時間帯である8時と20時以降の夜間の時間 
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図-7 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の時間推移（新宿区） 
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図-8 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の比較（新宿区） 

帯で差異が大きくなる傾向にある．性別年齢階級別の分

布をみると，概ね同様の分布であるが，3時では，男女

ともに一部の年代を除いてモバイル空間統計が多く，15

時では，45歳以上の女性，特に70代女性で差異が大きい

傾向がある（図-8）．  

練馬区では，夜間の時間帯はPT調査の滞留人口＋移

動人口とモバイル空間統計とがほぼ一致しているが，10

時から18時の昼間の時間帯で差異が大きい傾向があった

（図-9）．性別年齢階級別の分布をみると，概ね同様の

分布であるが，15時の男性全般および3時・15時ともに

女性75～79歳のモバイル空間統計が多い（図-10）． 

東京区部では，3時頃にPT調査の滞留人口＋移動人口

とモバイル空間統計の差異が小さく，通勤時間帯である

7時，8時と20時以降の夜間の時間帯でモバイル空間統計 
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図-9 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の時間推移（練馬区） 
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図-10 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の比較（練馬区） 
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図-11 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の時間推移（東京区部） 
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図-12 PT調査の滞留人口とモバイル空間統計の比較（東京区部） 

 

が多かった（図-11）．性別年齢階級別の分布をみると，

概ね同様の傾向を示したが，60代以上の女性の差異が大

きいことが分かる（図-12）． 

上記の結果を踏まえると，練馬区のような住宅地では，

夜間人口が概ね一致することが確認された．その他の特

徴をみると，モバイル空間統計に都市圏外居住者が含ま

れることによる影響の可能性，高齢女性の携帯電話保有

の偏りの影響の可能性等が考えられる． 

 

(4) PT調査の手段構成を考慮した推計 

モバイル空間統計は，毎日24時間継続的に把握できる

が，PT調査のように移動目的等は把握できない．一方，

PT調査は10年に一回の調査であるが，移動目的や移動 

性別年齢階層別代表交通手段別人口

＜Ａ市のPT調査に基づく滞留人口＞ ＜Ａ市のモバイル空間統計に基づく人口分布＞

 

図-13 モバイル空間統計とPT調査を活用した交通手段別人口の推計イメージ 

 

手段が把握できる．両者の特徴を活かし，モバイル空間

統計の時間帯別性別年齢階級別の値に対して，PT調査

で得られた地域別の滞留人口の時間帯別性別年齢階級別

の手段構成を適用し，モバイル空間統計から簡易的に地

域別の滞留人口の手段構成を推計した．推計イメージは，

図-13のとおりである．この推計手法を東京都市圏の市

区町村に適用した． 

適用事例として，東京区部合計の数値を図-14から図-

17に示す．モバイル空間統計とPT調査の滞留人口＋移

動人口には，若干の違いがあるが，モバイル空間統計に，

PT調査の市区町村別性別年齢階級別の手段構成を適用

することにより，PT調査と同様の手段構成を一定程度

の精度で再現できることが確認できた． 

 

4. おわりに 

本稿の分析により，モバイル空間統計は，PT調査と

比して，移動人口の集計方法の違いによる通勤時間帯の

差異，都市圏外からの流入者の差異，高齢女性の差異が

あるものの，都市圏全体でみると，相関係数等の数値も

高く，PT調査の滞留人口と同様の傾向があることが確

認された． 

モバイル空間統計の特性である毎日24時間継続的に把

握できること，都市圏外居住者を把握できること等を活

かすと，都市交通分野における分析範囲が広がる． 

都市観光や地域活性化の視点では，モバイル空間統計

の活用により，例えば，高速道路や新幹線の開通直後に

都市圏外からの観光客の集中場所等の地域分布，時間特

性，曜日変動を把握でき，迅速な対応も可能である． 

防災の視点では，地域毎に都市圏外の居住者の人数，

集中場所等を把握できるため，例えば，これまでの帰宅

困難者の対策の検討と比較して，備蓄，安否確認，その

他広域的な対策についても検討できることが期待される． 

交通特性においては，本稿の手法のように，PT調査

との組み合わせにより，PT調査の対象外の時期の推計
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図-14 PT調査に基づく性別年齢階級別移動手段構成（東京区部・15時） 
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図-15 モバイル空間統計による性別年齢階級別移動手段推計結果（東京区部･15時） 

 

も可能となる．今後，携帯電話ネットワークの運用デー

タからトリップが推計できるようになると，滞留人口お

よびトリップの両者から分析が可能となり，PT調査の

補完として活用されることが期待される． 
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図-16 PT調査に基づく時間帯別移動手段構成（東京区部） 
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図-17 モバイル空間統計による時間帯別移動手段構成（東京区部） 
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